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1 微分方程式
xyy′ − (x2 + y2) = 0 (∗)

について次の問に答えなさい.

(1) 微分方程式 (∗) は y′ = f(z), z =
y

x
と表すことができ

る．この関数 f(t) を求めなさい．

(2) 適当な変数変換により, (∗) は変数分離形

xzz′ = 1 (∗∗)

に変換されることを示しなさい．

(3) 変数分離形微分方程式 (∗∗) の一般解を求めなさい．

(4) (∗) の一般解を答えなさい．

2 微分方程式

(x2 + 3xy) dx+ (3x2 − xy) dy = 0 (†)

について, 次に問に答えなさい．

(1) (†) が完全でないことを示しなさい.

(2) g =
1

x
が (†) の積分因子であることを示しなさい．

(3) (†) の一般解を求めなさい.



 

3 次の定数係数線形同次微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) y′′ − 2y′ − 8y = 0

(2) y′′ − 8y′ + 16y = 0

(3) y′′ + 2y′ + 5y = 0

4
1

D2 − 2D − 3
e3x を求めなさい．

5 定数係数線形微分方程式

y′′ − 6y′ + 9y = 2x− 3

の一般解を求めなさい.



 

6 ある定数係数線形微分方程式の一般解が

y = c1e
3x cosx+ c2e

3x sinx+ 2x cosx+ e2x + x2

であるとする（ただし，c1, c2 は任意定数）．この微分方
程式を求めなさい．


